
区 分

選挙長

投票所の投票管理者

期日前投票所の投票管理者

開票管理者

投票所の投票立会人

期日前投票所の投票立会人

開票立会人

選挙立会人

活動項目

研修

訓練

防災活動

その他

防災講座、シニア防災講座、防災研修会、災害対策勉強会、ビデオ学習、AED講習

防災訓練、消火通報訓練、避難訓練、消防訓練、安否確認訓練、水害訓練

防災器具の点検、消火設備点検、防火用水点検、高齢者安否確認

歳末防犯パトロール、夜間特別警戒パトロール

活動内容

法務省
筑紫野市

0570－05－0310
092－925－5597

報酬日額

新 旧

１２,２００円

１４,５００円

１２,８００円

１２,２００円

１２,４００円

１０,９００円

１０,１００円

１０,１００円

１０,８００円

１２,８００円

１１,３００円

１０,８００円

１０,９００円

９,６００円

８,９００円

８,９００円

事業名 事業概要 予算額

地域公共交通従事者
確保育成支援事業

防犯・交通安全活動
促進事業

省エネエアコン購入
助成事業

地域活性化商品券
補助事業

観光施設管理運営
事業

３２５万円

２３４万円

１１５６万円

１３２５万円

１３２０万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

原油価格高騰等により経営環境が悪化する交
通事業者に対して、二種免許取得者の確保に
要する経費を補助。

地域における防犯活動や交通安全活動の継続
と更なる活性化を図るため、青色防犯パトロ
ールに取り組むコミュニティや自治会に対し、
燃料費等の経費を補助。
家計の負担軽減を図りつつ、改正気候変動適
応法を踏まえた熱中症対策を推進するため、
省エネ性能に優れたエアコンを購入する世帯
に助成金を交付。

消費喚起による地域経済活性化と家計の負担
軽減を図るため、市商工会に補助金を交付し、
地域活性化商品券（電子）を追加発行。

観光客の利便増進による観光振興及び公共交
通機関の利用促進を図るため、JR二日市駅内
の市民ホールに空調機器を整備。

投
票
管
理
者
等
の
報
酬
額

   
引
き
上
げ
に
伴
う
補
正

物
価
高
騰
対
策
に
係
る
補
正

委
員
会
で
の
質
疑

予算審査常任委員会

概
要

　
一
般
会
計
の
予
算
に
14

万
１
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
４
２
９
億
２
１
０
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
本
補
正
予
算
は
参
議
院

議
員
選
挙
執
行
事
業
に
係

る
も
の
で
あ
り
、
上
位
法

で
あ
る
「
国
会
議
員
の
選

挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準

に
関
す
る
法
律
」
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
「
筑
紫
野

市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
」
が
一

部
改
正
さ
れ
る
こ
と
で
、

投
票
管
理
者
や
投
票
立
会

人
等
の
報
酬
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　
財
源
は
、
全
額
参
議
院

議
員
選
挙
執
行
経
費
委
託

金
で
賄
わ
れ
ま
す
。

問
　
令
和
７
年
３
月
定
例

会
に
お
い
て
、
議
会
か
ら

期
日
前
投
票
所
の
増
設
を

す
べ
き
と
意
見
を
提
示
し

て
い
た
が
、
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な

協
議
が
行
わ
れ
た
の
か
。

答
　
議
会
の
意
見
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
提
示
し
、

議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
事
務
局
と
し

て
は
年
内
を
目
途
に
結
論

を
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
詳
細
な
時
期
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
諮
っ
て

い
き
た
い
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

　
物
価
高
騰
対
策
に
係
る

補
正
予
算
で
一
般
会
計
の

予
算
に
４
３
６
０
万
８
千

円
を
増
額
し
、
総
額
を
４

２
９
億
４
５
７
１
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。
　

　
歳
出
の
内
容
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

問
　
今
回
の
５
事
業
を
選

定
し
た
根
拠
は
。

答
　
各
課
か
ら
提
示
さ
れ

た
事
業
案
が
、
国
の
掲
げ

る
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に

合
致
し
て
い
る
か
否
か
、

ま
た
、
県
等
の
取
組
と
の

議案

議案

可
決

可
決

可
決

重
複
や
、
市
内
団
体
か
ら

の
要
望
の
有
無
、
事
業
効

果
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、

国
か
ら
の
交
付
金
の
配
分

額
等
を
踏
ま
え
総
合
的
に

判
断
し
た
。

〇
地
域
活
性
化
商
品
券

　補
助
事
業

問
　
商
品
券
の
最
低
購
入

価
格
は
１
万
円
だ
が
、
よ

り
多
く
の
市
民
が
購
入
で

き
る
よ
う
千
円
単
位
の
販

売
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答
　
商
工
会
と
の
協
議
の

中
で
、
例
え
ば
５
千
円
で

販
売
し
た
場
合
、
主
に
日

用
品
等
の
購
入
に
利
用
さ

れ
る
可
能
性
が
高
い
が
、

１
万
円
で
あ
れ
ば
一
歩
踏

み
込
ん
だ
消
費
行
動
に
よ

り
、
幅
広
い
事
業
者
で
の

利
用
が
促
進
さ
れ
る
と
い

う
意
見
が
出
て
い
る
。

　
今
回
は
事
業
者
支
援
の

観
点
か
ら
、
１
万
円
で
の

販
売
と
し
て
い
る
が
、
市

民
の
購
入
の
し
や
す
さ
は
、

重
要
な
視
点
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
商
工
会
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
　

総務市民常任委員会

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

法務省のリーフレット

新旧対照表

自主防災組織の主な活動内容

お問い合わせ

　
国
会
議
員
の
選
挙
等
の

執
行
経
費
の
基
準
に
関
す

る
法
律
に
規
定
す
る
選
挙

長
等
の
報
酬
額
が
、
人
件

費
及
び
物
価
の
変
動
等
に

よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
伴
い
条
例
を
改
正
し
、

選
挙
長
等
の
報
酬
額
の
改

正
を
左
表
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

概
要

概
要

　
令
和
７
年
５
月
26
日
に

戸
籍
の
氏
名
に
フ
リ
ガ
ナ

を
記
載
す
る
改
正
戸
籍
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
届

出
窓
口
を
市
役
所
内
に
開

設
し
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

は
市
役
所
と
法
務
省
に
も

設
置
し
て
い
ま
す
。
令
和

７
年
８
月
下
旬
〜
９
月
上

旬
に
か
け
て
市
内
約
４
万

３
千
件
の
通
知
を
発
送
予

定
で
す
。
通
知
内
容
に
誤

り
が
な
け
れ
ば
届
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
法
律
改
正
後
は
、

例
え
ば
「
太
郎
」
を
「
ジ

ョ
ー
ジ
」
と
読
ま
せ
た
り
、

「
高
」
を
「
ヒ
ク
シ
」
な

ど
と
読
ま
せ
る
こ
と
は
混

乱
を
招
く
た
め
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
　
す
で
に
キ
ラ
キ
ラ
ネ

ー
ム
を
使
っ
て
い
る
方
で

通
知
の
フ
リ
ガ
ナ
に
間
違

い
が
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま

登
録
さ
れ
る
の
か
。

答
　
令
和
７
年
５
月
26
日

よ
り
前
に
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー

ム
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、

通
知
に
間
違
い
が
な
け
れ

ば
そ
の
ま
ま
の
登
録
と
な

る
。

　
令
和
６
年
度
の
各
自
治

会
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
活
動
内
容
を
調
査
し

ま
し
た
。
実
施
率
は
、
約

70
％
で
あ
り
、
前
年
度
の

65
％
か
ら
約
５
％
上
昇
し

た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

問
　
未
実
施
を
な
く
す
た

め
の
啓
発
活
動
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
市
が
実
施
し
て
い
る

出
前
講
座
の
紹
介
や
活
動

調
査
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
啓
発
し
て
い
る
。

戸
籍
に

　フ
リ
ガ
ナ
が
記
載
さ
れ
ま
す

報告

投
票
管
理
者
等
の

　
　
　
　
　報
酬
額
引
き
上
げ

議案

各
自
治
会
に
お
け
る
防
災
の

　
　
　
　
　
　
　取
組
状
況
は

調査

本会議会議録 委員会会議録

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※６月定例会会議録は令和７年８月中旬以降に閲覧可能となります。

詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら
！

答 問

答 問

答 問答 問

答 問
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　  行政区
杉塚
六反から次田
紫
西吉木
中阿志岐
俗明院
京町
紫

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

① ⑦

②
④

⑤③

⑥

鷺　田　川（落合橋付近）
鷺　田　川（清川橋付近）
高　尾　川（鍬の柄橋下流）
宝　満　川（岩本橋上・下流）
宝　満　川（大宮司橋上・下流）
山　口　川（針摺橋上・下流）
般若寺第一雨水幹線（京町足洗公園付近）
東新町雨水幹線（電話局入口交差点付近）

危険箇所

⑧

委
員
会
で
の
質
疑

文教福祉常任委員会

概
要

概
要

　
取
得
金
額
は
、
約
５
億

２
０
６
４
万
円
で
、
１
万

２
７
５
台
購
入
す
る
も
の

で
す
。
主
な
財
源
は
県
か

ら
の
補
助
金
（
補
助
率
３

分
の
２
）
で
す
。

　
調
達
は
、
福
岡
県

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
推
進

協
議
会
で
４
月
に
実
施
し

た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り

共
同
で
行
い
ま
す
。

　
現
在
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
は
、
今
年
度
で
運
用
開

始
か
ら
５
年
を
迎
え
、
故

障
端
末
の
増
加
や
、
バ
ッ

テ
リ
ー
の
耐
用
年
数
及
び

Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
終
了
期

限
が
迫
る
な
ど
の
理
由
か

ら
更
新
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
新
し
い
端
末
は
、
鉛
筆

を
タ
ッ
チ
ペ
ン
と
し
て
使

用
で
き
、
強
度
な
堅
牢
性

が
あ
り
ま
す
。

　
運
用
開
始
は
、
令
和
７

年
11
月
以
降
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入

し
て
５
年
経
過
し
た
が
、

成
果
と
効
果
は
。

答
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
効
果

的
な
授
業
方
法
の
研
修
な

ど
も
行
い
、
成
果
、
効
果

は
上
が
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

問
　
次
の
更
新
も
５
年
後

の
予
定
か
。

答
　
機
器
や
サ
ポ
ー
ト
の

状
況
を
見
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
。

問
　
家
庭
で
授
業
を
す
る

状
況
に
な
っ
た
時
の

W
i-

F
i
環
境
が
な
い

家
庭
へ
の
対
応
は
。

答
　
W
i-

F
i
ル
ー
タ

ー
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
５
月
19
日
、
西
鉄
朝
倉

街
道
駅
付
近
で
二
日
市
東

小
学
校
４
年
生
の
児
童
４

名
が
下
校
中
、
交
通
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
て
負
傷
し

ま
し
た
。
事
故
翌
日
か
ら

26
日
ま
で
市
は
緊
急
対
応

と
し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
被
害

児
童
や
そ
の
保
護
者
、
目

撃
し
た
児
童
・
教
職
員
等

の
心
の
ケ
ア
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
教
育
委

員
会
、
学
校
教
職
員
、

P
T
A
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
警
察
な
ど
関
係
機

関
が
連
携
し
、
登
下
校
時

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

見
守
り
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
５
月
21
日
に
臨
時
通
学

路
安
全
推
進
会
議
が
開
か

れ
、
関
係
機
関
に
よ
る
通

学
路
の
危
険
箇
所
再
確
認

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
校

運
営
協
議
会
で
は
、
新
た

な
安
全
ル
ー
ト
を
設
定
し

て
保
護
者
に
通
知
し
、
児

童
の
安
全
確
保
を
図
っ
て

い
ま
す
。

問
　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
や
一
方
通
行
化
等
の
ハ

ー
ド
面
で
の
対
策
強
化
、

西
鉄
と
の
協
議
を
含
め
た

抜
本
的
な
安
全
対
策
、
県

と
の
協
力
に
よ
る
財
源
確

保
等
、
中
長
期
的
な
視
点

で
の
取
組
が
重
要
で
は
な

い
か
。

答
　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
は
、
道
路
の
幅
員
も
関

係
し
て
く
る
の
で
難
し
い

と
考
え
る
。
今
後
、
市
内

全
小
学
校
を
対
象
と
し
た

通
学
路
の
安
全
点
検
を
前

倒
し
で
実
施
し
、
通
学
路

の
安
全
対
策
を
一
層
強
化

し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

可
決

　
昨
年
度
、
筑
紫
野
市
部

活
動
地
域
移
行
検
討
協
議

会
を
設
置
し
、
実
施
方
針

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

平
日
は
学
校
部
活
動
を
継

続
し
、
教
員
の
顧
問
を
引

き
続
き
配
置
、
外
部
指
導

者
の
派
遣
に
よ
る
地
域
連

携
を
推
進
し
ま
す
。
休
日

は
学
校
管
理
以
外
の
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
へ
移
行
し
ま

す
。
た
だ
し
、
活
動
単
位

や
場
所
等
は
平
日
の
部
活

動
と
共
有
し
、
生
徒
の
環

境
変
化
を
最
小
限
と
し
ま

す
。
実
行
委
員
会
を
設
置

し
、
顧
問
教
員
と
地
域
ク

ラ
ブ
の
橋
渡
し
役
と
し
て

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配

置
や
、
指
導
者
バ
ン
ク
設

置
も
行
い
ま
す
。
ま
ず
令

和
８
年
度
に
１
校
、
令
和

９
年
度
に
２
校
、
令
和
10

年
度
に
さ
ら
に
２
校
で
、

全
５
校
が
休
日
は
地
域
ク

ラ
ブ
へ
移
行
す
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
す
。

問
　
実
施
し
て
い
く
上
で

の
困
難
さ
や
課
題
は
。

答
　
保
護
者
へ
の
受
益
者

負
担
額
を
い
く
ら
に
す
る

の
か
、
ま
た
、
指
導
者
確

保
が
難
し
い
点
も
課
題
と

感
じ
て
い
る
。

ギ
　
　
　 

ガ

建設環境常任委員会

概
要

宝満川（大宮司橋付近）

　
平
成
16
年
度
に
厚
生
労

働
省
が
鉛
製
給
水
管
を
で

き
る
だ
け
早
期
に
ゼ
ロ
に

す
る
目
標
を
掲
げ
た
た
め
、

市
は
平
成
22
年
度
か
ら
本

格
的
に
鉛
製
給
水
管
の
敷

設
替
え
を
開
始
し
ま
し
た
。

市
内
総
数
３
，
２
８
７
か

所
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

残
り
１
２
８
か
所
ま
で
減

ら
し
て
お
り
、
進
捗
率
は

96
．
１
％
で
す
。

　
工
事
を
行
う
際
に
は
、

鉛
製
給
水
管
の
所
有
者
に

お
知
ら
せ
文
書
等
を
渡
し
、

口
頭
で
の
説
明
に
よ
り
注

意
喚
起
を
促
し
た
の
ち
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
公

道
上
の
本
管
部
分
か
ら
止

水
栓
ま
で
の
給
水
管
の
取

り
替
え
は
、
市
の
負
担
に

よ
り
行
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
広
報
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
も
掲
載
し
、

市
民
へ
の
注
意
喚
起
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
鉛
製
給
水
管
を
通
常

使
用
す
る
場
合
は
健
康
に

影
響
は
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
対
象
が
わ
か
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
積

極
的
に
市
か
ら
お
知
ら
せ

す
る
方
が
、
親
切
で
は
な

い
か
と
思
う
が
見
解
は
。

答
　
来
年
度
以
降
も
、
早

急
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
米
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
市
内
の
休
耕
田
を
活

用
し
米
の
増
産
が
で
き
る

か
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
現
在
で
水

田
面
積
は
７
７
２
．
２

ha
、
耕
作
面
積
３
９
９
．

７
ha
、
転
作
し
て
い
る
所

が
２
２
２
．
６
ha
で
、
水

田
と
し
て
機
能
を
維
持
し

て
作
物
を
育
て
て
い
な
い

休
耕
田
は
１
４
９
．
９
ha

で
す
。

　
　
米
不
足
に
対
し
て
休

耕
田
を
活
用
で
き
る
か
。

　
　
休
耕
田
は
一
定
数
あ

る
が
、
原
因
は
担
い
手
が

い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
新

た
な
就
農
を
促
進
す
る
よ

う
な
支
援
し
か
な
い
。
地

域
計
画
の
効
果
と
し
て
、

田
の
賃
借
の
相
談
が
あ
り

１
．
４
ha
契
約
で
き
た
。

　
若
い
方
の
就
農
に
は
所

得
の
関
係
が
大
き
い
。
国

が
農
家
へ
の
所
得
補
償
を

明
言
し
て
お
り
、
国
の
方

針
が
出
た
時
点
で
本
市
で

も
支
援
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
今
の
米
不
足
は
特
別

な
動
き
。
国
の
農
業
基
本

法
が
改
定
さ
れ
て
今
後
５

年
間
で
食
糧
自
給
率
38
％

か
ら
45
％
に
高
め
る
こ

と
、
農
業
安
保
を
強
化
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が

県
を
通
じ
て
市
に
下
り
て

き
て
い
る
か
。

　
　
国
と
し
て
は
令
和
９

年
度
の
制
度
見
直
し
を
目

標
に
し
て
い
る
。
早
け
れ

ば
今
年
度
中
に
何
か
動
き

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
所
得
補
償
と
共
に
学

校
給
食
を
受
け
皿
と
し
て

農
業
収
入
を
確
実
に
す
る

取
組
な
ど
考
え
て
い
け
な

い
か
。

　
　
所
得
補
償
と
併
せ
て

農
地
を
守
る
取
組
を
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
用

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
更
新

議案

朝
倉
街
道
通
学
路

　
　
　
　
　
事
故
へ
の
対
応
は

調査

中
学
校
部
活
動
地
域
移
行

令
和
８
年
度
か
ら
段
階
的
に
実
施

報告

鉛
製
給
水
管
の
残
存
状
況
は

調査

コ
メ
不
足
問
題
へ
の
対
応
は

調査

概
要

　
重
要
水
防
地
域
は
、
大

雨
や
台
風
等
に
よ
る
洪
水

や
土
砂
災
害
な
ど
の
危
険

性
が
高
く
、
か
つ
人
的
・

物
的
被
害
が
大
き
く
な
る

可
能
性
の
あ
る
地
域
を
水

防
協
議
会
が
指
定
し
て
い

ま
す
。
重
要
水
防
地
域
と

し
て
指
定
し
て
い
る
30
か

所
の
う
ち
、
堤
防
湓
水
の

恐
れ
が
あ
る
と
し
て
指
定

し
て
い
る
８
か
所
の
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

重
要
水
防
地
域
の
現
地
を
確
認

調査

令和7年度に堤防湓水の恐れがあるとして指定している重要水防地域

JR二日市

JR天拝山

休日の地域クラブ活動運用イメージ
筑紫野市地域クラブ
活動実行委員会（仮称）

指導者バンク

教育委員会 スポーツ文化活動の指導者
教員（兼業）

地域の指導者等

地域クラブ活動 体育協会・文化協会

コーディネーター配置
（指導者バンクに係る事務も担う）

登録

指導者育成・指導者確保支援指導者配置

委託

答答 答 問問問

答 問

答 問

答 問

答 問

答答 問問
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